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①研究者紹介

東京医療保健大学 医療保健学部看護学科
岡田 弘美

小児専門病院で勤務した後、大学院に進学しました。博士前期課程より小児がん
のお子さんをもつ母親の就労をテーマに研究に取り組んでいます。今回、ご紹介
する論文は、博士後期課程で取り組んだ研究のデータの一部をまとめ、博士論文
の基礎論文「小児がん経験者の母親の就労状況に関連する要因:横断的研究」と
して発表した論文です。



©山路さん

②国際誌投稿へのTips

国際誌への投稿は、本論文が3本目でした。これまでの２本は看護系の国際誌に受理され

ました。本論文は、研究テーマから看護師だけでなく、小児がんのお子様とご家族を支援する他

の専門職にも読んでいただきたいと考えました。そこで、がん医療に携わる様々な職種が読者と

して想定される雑誌への投稿に挑戦しました。

しかし、残念ながら、受理されるまでに投稿した他２誌では査読にも進めずに、敢えなく撃沈

しました。国際誌に投稿するモチベーションの維持、そして、他の雑誌への投稿に向けて論文の

形式修正が大変でした。予め、投稿先の候補を複数（できれば３～４つ）挙げ、投稿順を

考えておくと良いかもしれません。
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④研究の概要

目的:小児がん経験者（CCS)の母親の就労状況に関連する要因を明らかにすること

方法:
1) 対象者:小児がんの治療及び経過観察をおこなっている11施設の外来を受診した小児が

ん経験者の母親
2) 調査方法:質問紙調査
3) 調査内容:母親の就労状況、小児がん経験者の外来通院の頻度と母親の付き添いの有

無、小児がん経験者の医療的ケアの有無就労、就労意欲、子どもの慢性疾患に対する親
の適応度 Parent Experience of Child Illness（PECI） 、母親が認識するサポート、
小児がん経験者を対象とした経済的支援の有無

4) 分析方法:就労している母親群と就労していない母親群の２群に分け、各質問項目に対
しMann-WhitneyのU検定、χ2検定、Fisherの正確確率検定を実施し比較した。母親
の現在の就労の有無に対する関連因子を検討するため、二項ロジスティック回帰分析を
行った。
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④研究の概要
結果:
母親 171 名のうち、129 名 (75.4%) が雇用されていた。 調査時に最も多い雇用形態はパー
トタイム、派遣を含む非正規雇用（n= 83、48.5%）であった。

専業
主婦
n=69
n(%)

自営業
n=9
n(%)

非正規
雇用
n=43
n(%)

正規
雇用

n＝50
n(%)

0(0.0)4(44.5)8(18.6)20(40.0)休職した

0(0.0)2(22.2)25(58.1)18(36.0)退職した

0(0.0)2(22.2)5(11.6)9(18.0)時間や働き方を変えて同じ
仕事を続けた

68(98.6)1(11.1)5(11.6)3(6.0)就労状況の変化はなかった

1(1.4)0(0.0)0(0.0)0(0.0)働き始めた

診断時の就労状況別就労の変化 n=171
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④研究の概要

考察:
CCS の母親の雇用は、働く意欲や⾧期的な不安などの心理的要因と関連して
いるため、CCS の母親に対する心理的サポートは雇用を促進する可能性がある。
また、治療中の雇用継続はがん治療終了後の母親の雇用に影響を及ぼすため、
小児がんの治療期間をカバーする休暇制度の創設も必要である。

結果:
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就労の有無別就労意欲の割合
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